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言語は未来遺産

　日本語の文法を説明できる人はどのくら

いいるでしょうか。私たちは、主語や述語と

いった文章の構造を意識することなく、ま

た、特別に教わったわけでもないのに、日

本語を使うことができます。それは、人間の

体の構造をよく理解していないのに、自分

の体を使っているのに似ています。

　言語は、誰が作ったのか分からないもの

ですが、私たちが生まれるずっと前から存

在し、共有され、伝えられてきました。そし

て私たちも次の世代へと伝えています。文

字として残されるものももちろんあります

が、実は、「話す」というごく日常の行為を通

じて、私たちは未来へと遺産を継承してい

るのです。つまり、言語は未来遺産。言葉を

正しく使おう、ということが言われるもの

の、現在使われている言語自体、古典的な

言語とは全く異なっています。言語は、使わ

れ、伝えられる中で、さまざまな外界の知

覚や認識を受けながら少しずつ変化し、新

しい形になる、それが続いていくのです。

　物理的な重さや形を持たない言語が、ど

うやって存在しているのか。話者がいるこ

とが、その言語の存在意義ということにな

ります。話者がいなくなれば、その言語は

世の中から消えてしまいます。私たちは、日

本語の存在を疑うことはありませんが、私

たちが日本語を話していることこそが、日

本語の存在証明です。でもよく考えてみる

と、それだけで日本語の存在や言葉の力を

実感できるというのはとても不思議なこと

というほかありません。

言語の多様性が人類を救う

　英語の重要性が謳われ、小学校でも英

語教科が導入されています。英語は世界の

共通言語となっており、誰もが学ぶべき言

語であることに疑うところはありません。け

れども、世界中の言語が英語だけになって

しまったらどうでしょう。先述の通り、言語は

話者がいなくなったら滅びてしまいますか

ら、英語しかない世界というのは、人類の生

存を脅かしかねないものでもあるのです。

　その一方で、学術やビジネス、テクノロ

ジーなどの分野では、英語ですべてを統一

人文社会系 教授

青木 三郎

TSUKUBA FRONTIER

聴
学問の根本を突き詰める
言語学から地球規模課題へ

言語学は言葉を研究する学問ですが、言葉にはさまざまな側面があり、

一人の研究者が扱える領域はごくわずかです。それでも研究を掘り下げていくと、

人間とは何か、さらには地球や宇宙の仕組みにまで、考察が広がります。

けれどもそれは言語学に限ったことではなく、どの学問分野でも、

根本的に理解しようとすれば同じアプローチへと導かれるはず。この発想から、言語学を超えて、

地球規模課題の理解と解決に資する人材育成に取り組んでいます。
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聴

してしまおうという流れがあります。確か

に、その方が議論も早く進みますし、便利

であることは否めません。それでも、その流

れが日常生活にまで及んではいないことを

考えると、人類には、言語の多様性を保と

うとする本能的な力が働いているのかもし

れません。

全容は一人では解明できない

　学問は、どの分野でも細分化が進んで

います。言語学も、例えばそのうちの音声学

一つとっても、母音と子音とに分けられ、子

音はさらに細かく分類されます。基本的な

考え方や研究手法は共通でも、そのそれぞ

れに専門家がいて、互いに議論をすること

は決して多くはないのが現状です。かつて

は、他の研究者の領域に踏み込むことをタ

ブー視する風潮すらありました。

　もちろん、研究者一人ひとりが個々の研

究テーマを掘り下げ、独自の成果を出して

いくことは重要です。けれども、もっと大事

なのは、個別の研究成果が、それ以外の

テーマとつながる力をどれだけ持っている

か、ということです。言語学全体を俯瞰し、

その全容を明らかにしようとすれば、多く

の研究者が連携しなくてはなりませんし、

もしかすると、世代を超えて研究が引き継が

れていくことも必要なのかもしれません。

　同じように考えると、さらに学問全体を

俯瞰するには、他の分野との連携が必然で

あることに気付きます。何かを探求すると

きに、他の分野がどのように取り組んでい

るのかを知ると、新しいアプローチが見つ

かったり、共通の価値観が生み出されたり

するはずです。それこそが学問の面白さで

もあるのです。

コミュニケーション・生物・地球・ 
宇宙そして言語

　私たちのコミュニケーションにとって不

可欠な言語は、人類が作り出したもので、も

ともと自然界にはありませんでした。これ

がどのように生まれたのかを突き詰めてい

くと、人類の歴史を遡ることになります。さ

らに、言葉の概念を広げ、他の生物もそれ

ぞれのコミュニケーションシステムを持っ

ていることを知ると、生物学への関心も広

がっていきます。また、人間が言語を学び

理解する科学的な仕組みを知る上では、

記憶や心理、さらに脳科学も重要な要素

です。そうやって、生物から地球、さらには

138億年前の宇宙の起源にまで立ち返って

理解することが、巡り巡って言語学の本質

へとつながるのです。

　言語学を専攻しようというときに、脳科

学や生物学、その上、物理学や数学まで、一

通りの基礎を学ばなければならないという

のは、大きなハードルに感じるかもしれま

せん。しかし、人間の言葉は、こういった背

景の上に成り立っているのです。これは言

語学だけでなく、あらゆる学問に当てはま

ることだと考えるべきでしょう。人間の営み

は、自然との関わりを抜きにして捉えるこ

とはできず、その視点を持たないままに、狭

い分野にのみ着目しても、深い学びは得ら

れないのではないか。長年の言語学研究

の末にたどり着いた発想です。

大学でこそ、すべきこと

　これを具現化した教育プログラムが「地

球規模課題学位プログラム（学士）」です。ど

んな学術分野も、人間（人類社会）と自然（地

球システム）との間にあるものとして捉える

ことができます。自然資源の活用やデジタ

ル化など、人類社会が地球システムに手を

加えることによって生じる問題が地球規模

課題ですが、地球システムの側からは、人

類社会に対して直接的に語りかけてはくれ

ません。ですから、人類社会がどう行動す

るかが問われます。こういった課題に取り

組むには、特定の専門知を持ちつつ、他の

専門知と結びつけて全体像を把握し、地球

システムに価値付けをして、それぞれの分

野で何をすべきかを見通し、差配できる人

材が欠かせません。

　人間の活動は、多かれ少なかれ、地球シ

ステムに本来は存在しない仕組みを導入す

ることになります。大学で行われる研究の

多くは、そういった仕組みを生み出すため

のもので、そこに特化していくことはある意

味容易ですが、同時に、人類社会として地

球システムとの付き合い方も考えなくては、

研究の方向性を見失ってしまいます。その

両面に目を向けることは、大学だからこそ

のミッションです。

TSUKUBA FRONTIER

地球規模課題学位プログラム（学士）
国境を越えて地球全体に関係する複雑な「地球規模
課題」を、「人間」と「環境」という大きな領域から捉
え、それぞれを支える専門分野について、幅広い知
識を身に付ける。課題全般を俯瞰し、自ら考え抜き、
必要な情報・技術を、分野を超えて意欲的に求めて
いく姿勢を持つとともに、多くの選択肢の中から最
適な解決策を意思決定できる人材を育成すること
を目指す。4年間の英語プログラム。

URL
https://bpgi.tsukuba.ac.jp/jp/

PROFILE
1956年東京生まれ。1976年サンケイスカラシップに合格し、仏
国政府給費留学生として仏国に留学。専門は発話言語学。1984
年博士号取得。CNRS研究員を経て、1986年4月より本学で教
育・研究に従事。人文学類、文芸・言語専攻、大学院GP（IFERIの
導入）、国際交渉力強化プログラム（GNP）、大学の世界展開力強
化事業（TRANS）のプログラムリーダーを経て、現在地球規模課
題学位プログラム（BPGI）リーダーを担当。

https://bpgi.tsukuba.ac.jp/jp/
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作家でもあり県庁職員でもありますね 
どのように両立させているので 
しょうか

　両立という意識はあまりないんです。県庁

に入庁する少し前から小説教室に通い始

めたので、最初から両方ともあるのが普通

でした。自分の中では表裏一体なんです。

2020年に松本清張賞をいただいて作家デ

ビューしましたが、県庁の仕事も、自分で

選んだものでやりがいを感じていますの

で、どちらも頑張っていくつもりです。

　県庁での仕事は、小説と直結するわけ

ではありませんが、世の中のことを知った

り、人と出会ったり、いろんな感情に触れる

機会が多いので、そういうことを敏感に受

け止めることは、物語を書く上でも大切に

思っています。それに、小説で扱っている中

国の歴史って、ある意味、役人の物語でも

あるので、人間観察的な面でも興味深く感

じています。

　作家デビューしてからは、ご依頼もいた

だくようになり、締め切りもあって大変です

が、作品のアイデアは尽きません。子どもた

ちが起き出す前の早朝の数時間が小説を

書く時間です。場面場面で自分の役割を切

り替えて集中できるというのは、学生時代

に演劇をやっていたおかげでしょうか。

演劇から始めて小説を書くように
なったきっかけはどんなこと 
だったのでしょう

　最初、英語のミュージカルをやっていて、

それから日本語のお芝居もやりたくなりま

した。学内にはいろんな演劇サークルがあ

るので、あちこちに声をかけて、毎年1回み

んなで集まって上演していました。当時か

ら、歴史ファンタジーみたいな題材をやっ

ていましたね。

　本当は、演出とか脚本などの演劇関係の

仕事に就きたかったんですけど、就職氷河

期で、劇団の研修生募集なんかも全然なく

て。それに、筑波大は私にとっては地元で

すが、他の仲間は卒業とともに全国へ散ら

ばってしまって、取り残されたような感じもあ

りました。演劇って、脚本から照明や音響ま

であって、一人ではできませんが、そういうこ

とも含めて全部一人でできることってなんだ

ろう、と考えた時に「小説だ」と思ったんです。

　小説教室には18年ほど通いましたが、な

かなか芽が出なかったですね。それでも諦

めきれませんでした。ミステリーや現代も

のも書きましたが、自分で書いていていち

ばん筆が進むのが中国ものだということに

気づいて、今は中国の時代小説を中心に書

いています。歴史の中に埋もれてしまったよ

うな実在の人物に焦点を当てて、史実を基

にしつつ、架空の人物を交えて物語を作っ

ています。一人目の子どもを出産した頃に、

このままデビューせずに終わってしまうの

かな、なんて思ったことがあって、そこで気

合を入れて中国史をみっちり勉強したの

が、デビュー作につながりました。

大学での学びは作家としての 
活動に役立っていますか

　高校生の頃は、将来やってみたいことが

たくさんあって、進学先の候補もいくつか

考えましたが、入学した時点で道が限られ

てしまうように感じました。担任の先生が

筑波大の卒業生だったこともあって、筑波

大なら入学後も幅広く勉強できると聞き、

それで決めました。

　実際に入学して、すごく多彩な大学だと

いう印象を受けました。変わった人という

か面白い人がたくさんいて驚きました。留

学生も多くて、しかも自分よりずっと年上

だったりして、とにかくいろんな人がいると

いうのに感動しました。

　日日（日本語・日本文化学類）だったので、

今の作品作りにあらゆる面で役立っている

と思います。ものを書くことや、勉強をする姿

勢は、やはり大学で学んだと思いますし、今

思うと、授業で教えてもらったことに、つま

らないものはなにもなく、物語の中で全部

使えそうな気がします。先生たちも、学生の

やりたいことに対してとても肯定的で、そう

いう経験も、試行錯誤しながら自分の可能

性を追求していける土台になったのかなと。

これからどんな作品を書いて 
いきたいですか

　やはり、見逃されてしまったり、誰にも気

づかれなかったような出来事や感情を、丁

寧に発掘して表現したいというのが一番で

す。歴史って勝者や官僚の記録でもあるの

で、実際には教科書に出ているようなこと

だけではないし、調べていくと、敵味方に

関係なく、惹かれてしまう面白い人物がたく

さんいるんです。そこに、中国ならではのス

ケール感や自分なりのキャラクターも加え

て、新しい物語として光が当たるようにした

いですね。そうやって書いたものが、多くの

人に読んでもらえれば嬉しいです。

後輩たちに対してメッセージをぜひ

　今は、いろんな意味で、自分の頃とは状

況が全く違いますよね。コロナもあるし、社

会的な環境も厳しくて、辛い日々を送ってい

る人もいるでしょう。そういう時には、無理

せず、気持ちを声に出して打ち明けて欲し

いです。筑波大には、多様な人々がいて、学

生をサポートする組織もたくさんあります。

そういうところにいっぱい頼っていいと思

うんです。もちろん、最後に決めるのは自分

だし、その時の馬力になるのは負けん気み

たいなものだと思いますが、一人で頑張り

過ぎないで。応援しています。

TSUKUBA 
ALUMNI

小説家 
茨城県職員

千葉 ともこ 氏

埋もれた感情や出来事を
物語に

PROFILE    ちば ともこ
1979年  茨城県生まれ
2001年  筑波大学日本語・日本文化学類卒
2002年  茨城県庁に入庁、山村正夫記念小説講座に入る。
2020年  『震雷の人』で第27回松本清張賞を受賞して、「千葉ともこ」の筆名で小説家デビュー。
現在はデビュー作の2作目や『オール讀物』（文藝春秋）で中国の神獣をコンセプトにした小説、

『小説新潮』（新潮社）で杜甫《飲中八仙歌》をモチーフにした小説などを執筆中。

小説教室（山村正夫記念小説講座）出身の作家と「ケルンの会」を結成
左から、坂井希久子、成田名璃子、美輪和音、西尾潤、千葉ともこ、新川帆立（撮影：大泉美佳　敬称略）

写真：文藝春秋写真部
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　「迷ったら、常につらい方を選ぶように
してきた」。西さんは、本学に入ってからの
日々をそう振り返る。大好きな祖母の口癖
は「若い時に苦労しなさい」だったそうだ。
　入学2年目の春に約1カ月半、アフリカの
ウガンダに滞在。孤児院併設型の小学校で
算数と英語を教えた。3年時の2019年9月か
ら20年3月には、ロシア・サンクトペテルブ
ルク国立大学国際関係学部に留学した。こ
の間、2年時から全国紙の学生記者となり、
学生を巡る話題を取材、記事化してきた。
　分野も国境も越えたその活動ぶりには、

目を見張るものがある。
　行動の根底にある

のは、好奇心だ。「興
味の範囲がとて
も広くて、何にで

も関心を持ってしまう」と自己分析する西
さんの表情からは、苦労よりも楽しさが伝
わってくる。
　ウガンダ行きは、国外でのインターンシッ
プを企画するNPOに所属する友人から声
を掛けられたのがきっかけだ。英語を母国
語としない国で、英語を使って生活し、「英
語はコミュニケーションの手段であり、多
少間違っても通じればいい」とふんぎれた。
　学生記者に応募したのは、ウガンダでの
体験を発信したいと思ったから。日本の教
育文化との比較も面白いと考えた。ロケット
打ち上げから戦争体験の継承までさまざま
な話題を追う中で、「誰かの代わりに現場
に足を運び、見て、聞いて伝える」記者の仕
事自体にやりがいを感じるようになった。
　サンクトペテルブルク大では、旧共産圏
諸国で起きた政権交代を目指した民主化
運動などについて学んだ。「普段、馴染みが
ない言語をじっくり学びたい」と本学で1年
時からロシア語の授業を受けており、留学
で日常会話と文献購読がこなせるまでに

上達した。コロナ禍で帰国を3カ月早めた
が、昨年6月までオンライン留学を続けた。

「充実した授業が受けられた」と振り返る。
　本学の魅力は、国際性が高い総合大学
で、他学類の授業も受けられるなど幅広い
学びができることだという。入学後は、キャ
ンパス内を複数の言語が飛び交い、想像し
ていた以上に国際交流が盛んなことに驚い
た。「自分にぴったりの大学だった」。
　来春の卒業後は、通信社の記者となる。
最近は、うつ病やパニック障害など精神疾
患に悩む人々が増えている問題に特に関心
がある。「常に問題意識を持って生きていき
たい」。記者の土台となる考え方に違いない。

　「私たちきょうだいにとって、つくばが第
二の古里になった。世界から集まった人々
と切磋琢磨しながら、最先端の研究に取り
組むことができるし、自然が豊かで、東京に
も近く、とても生活しやすい」
　ネパール出身のシン・ラヴィさんは、こう
語る。ラヴィさんは姉3人、兄1人の5人きょ
うだいで、姉2人は臨床疫学と地球科学を
専攻する本学の大学院生だ。兄も本学で環
境科学を専攻して博士の学位を取得し、日
本の公益財団法人の研究員をしている。実
にきょうだい5人中4人が、本学での学びの
経験を持つ「筑波大学ファミリー」なのだ。
　ラヴィさんは高校生の時、兄や姉がいた
本学のキャンパスを訪れた。初めての海外
旅行だった。卒業生たちが世界各地で活躍
し、ノーベル賞受賞者も出ていることを知
り、同じ大学で学びたいと思ったという。
　決め手となったのは、学士課程の授業を
全て英語で受けられる地球規模課題学位
プログラム（BPGI）の存在だった。「学士課
程から英語で学べる日本の大学は少なく、

魅力的に見
え た」と振
り返る。
　 BP G Iは
気候変動や
食糧問題な
どの解決に
取り組む人
材の育成を

目指している。1年生の春学期には、国際基
督教大学（ICU）でリベラルアーツ科目群を
履修するなど、幅広い分野の学びを求める
のが特色だ。ラヴィさんは当初、国際問題
に関心があったが、さまざまな分野を学ぶ
中で興味を持つようになったのが、ナノテク
ノロジーだった。
　現在は、つくば市にある国立研究開発法
人物質・材料研究機構（NIMS）のインター
ンとして、ナノテク素材を活用した「スーパー
キャパシタ」（SC）の研究に取り組んでいる。
SCは、急速な充放電が可能な蓄電装置だ。
リチウムイオン電池に代わる電源として、電

気自動車などへの搭載が期待されている。
実用化が進めば、地球温暖化対策などに
も大きく貢献することになる。
　こうした柔軟な学びができるのも、研究学
園都市にある本学ならではと言えるだろう。
　母国のように山々が身近な群馬県で温
泉を体験し、すっかりファンになった。好物
は豚骨ラーメン。嫌いな日本食はないが、

「海鮮だけは胃が受け付けない」と笑う。
　今秋、本学の大学院に進み、SCの研究を
続ける予定だ。「エネルギー分野のイノベー
ションを起し、途上国の発
展に貢献したい」。夢
の実現に向けた歩
みは続く。

LI FE筑
波
大
生

途上国の発展に貢献したい

常に問題意識を持って生きたい

Si
ng

h 
Ra

vi
N

ishi M
inori

シン・ラヴィ さん

西 美乃里 さん

グローバル教育院（学士課程）地球規模課題学位プログラム4年
社会・国際学群国際総合学類国際関係学4年

後輩にひとこと
高校生の時に専門を決めるのは難
しい。筑波大学なら、学士課程の
留学生が幅広い学びをしながら専
門を決めるプログラムがあり、教
員も学生の挑戦を後押ししてくれ
ます。世界から留学生が集まるの
で、日本の文化体験も国際体験も
できます。ぜひ来てください。

後輩にひとこと
大学では、だれかがやってくれる
のを待つのではなく、自分で主体
的に動くことが大事だと思います。
あせる必要はありませんが、自ら
が考え、動くことで、留学でも何
でも、希望をかなえることにつな
がります。筑波大にはあなたの
希望をかなえる環境があります。

ロシアの友人と

ロシア留学で、苦手だったチーズが好物に。種類が豊富でおいしかった。

来日して初めて鉄道に乗った。新幹線の快適さ、便利さに感心した。
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博士後期課程の入門ガイドを発行
　ダイバーシティ・アクセシビリティ・キャ
リアセンター／学生部就職課では、学外
も含めたより多くの学生が、将来への見
通しや目的意識を持って博士後期課程
で研究に取り組めるよう、ガイドブック

『博士後期課程の入門ガイド～ようこそ
多彩な博士世界へ～』を発行しました。
　タイトルには、博士後期課程での学び
が彩り豊かな未来へつながっていると
いう想いを込めました。作成にあたって
は、学生の意見を取り入れ、学業・就職・

経済等の学内外のサポート体制や、博
士号取得後のキャリアパスの事例等に
ついて紹介しています。また、研究を通し
て身に付く力は、どの専門分野であって
も、アカデミア・産業界問わず普遍的に
活かせるものであることも伝えています。

博士人材のためのキャリア支援サイトで
PDF版を掲載中
https://syushoku.sec.tsukuba.
ac.jp/career/?page_id=11634

コロナ禍の学生を支援する 
「学生支援アプリ」を提供

　大学発ベンチャー「株式会社World Life 
Mapping」との無償使用貸借契約に基
づき、コロナ禍におけるコミュニケーショ
ンツールとして、2021年3月から本学学生
向けに「学生支援アプリ」の提供を開始し
ました。
　生活向上のための「CibyLink」と情報
交換のための「LifeLink」の二つのアプ
リがあり、「CibyLink」では、学 生が 抱
えがちな困りごとがカテゴリ化されてお

り、該当する項目を選
択すると、本 学 教員
監修の下に用意され
たアドバイスが得ら
れ ま す。「LifeLink」
は、互いに連絡先を
明かさずに、共通の
話題について、テキス
トでの情報交換を可能にするものです。
　4月時点で、延べ850人が利用登録して

おり、多くの学生から、アドバイスが参考
になったなどの声が寄せられています。

筑波大学「知」活用プログラム 
新型コロナウイルス感染症対策研究の成果を公開
　本学が2020年5月より推進してきた、
学内公募型研究助成「新型コロナウイル
ス緊急対策のための大学『知』活用支援
プログラム」の27のプロジェクトが助成
期間を終了し、これまでの成果をインタ
ビュー記事にしてホームページで公開し
ました。ウイルスやワクチンなど医学関
連の課題のみならず、外出自粛時の健
康維持、心理ケア、教育システム、人の移
動や密集、情報拡散の影響、文化・芸術

振興、家族関係など、私たちの暮らしに
関わる多様な課題に対する研究成果が
生み出され、現場での活用が始まってい
ます。
　このプログラムでは、「研究成果をス
ピーディに社会に報せる」ことをミッショ
ンの一つに掲げ、URA（リサーチ・アドミ
ニストレーター）が成果広報の伴走支援
を行いました。また、各研究プロジェクト
のリーダーを中心メンバーとするワーク

ショップを通じて、所属や研究分野の異
なる研究者の交流が促進され、2021年
度の「TSUKUBAコロナ社会学」開講に
もつながりました。

研究プロジェクトの成果：
https://www.osi.tsukuba.
ac.jp/fight_covid19_
interview/

2021年度科学技術週間イベントを開催
　2021年度（第62回）科学技術週間イベ
ントを4月12日～18日に開催しました。
　例年この期間には、キャンパスでさまざま
なイベントを実施し、延べ1,000名を超す
来場者を迎えていましたが、今年度は新型
コロナウィルス感染症の影響を鑑み、特設
サイトでの動画配信という形を取りました。
　学内で配信用動画の募集をしたとこ
ろ、42本の提供があり、期間中の再生数
は延べ約3,500と、多くの方に視聴して
いただきました。イベントで実際に体験

することは残念ながらかないませんでし
たが、オンライン配信を通じて、場所や
世代に関わらず、気軽に動画を視聴する
ことができるようになり、本学の教育研
究活動をより多くの方々に知っていただ
く機会となりました。
　一部の動画は期間終了後も、本学の公
式Youtubeチャンネルで視聴可能です。
https://www.youtube.com/
user/univpr2014

CAMPUS & COMMUNITIES

CAMPUS & COMMUNITIES

CAMPUS & COMMUNITIES

TOPICSTOPICS ACADEMIC

視聴回数の多かった計算科学研究センターの動画

【成果事例】
カメラ1台でバーチャル博物館をつくる「Remote Museum Explorer」 
自由に視点を変えて展示物を楽しめる技術の開発

（計算科学研究センター　北原 格 教授）

感染症の流行により、博物館や美術館での鑑賞活動も制限されていることから、
インターネットを使い、自由な角度から遠隔鑑賞できる技術を開発した。スマート
フォンなどで対象物を周囲のさまざまな角度から撮影し、そのデータから三次元
形状を復元するもので、特殊な装置がなくても作成できる。好きな角度から鑑賞
でき、解説文との連動も可能となる。

人々のCOVID-19対応とその心理を理解する 
日英独市民の行動変容の比較分析

（システム情報系　谷口 綾子 教授）

コロナ禍がもたらした市民の行動変容とその原因を比較分析するために、まん
延初期の2020年5月、日本、イギリス、ドイツを対象にウェブアンケートを実施し
た。その結果、日本人は特に不安感が強く、コロナ禍のリスクを未知で恐ろしい
ものと認知していることが分かった。また、政策的な強度は弱いにもかかわらず
外出活動の抑制度が高いという日本特有の傾向も、統計的に示された。

コロナ禍でのより適切なランニング作法とは？ 
実験でマスクの効用を明らかにする

（医学医療系　岡本 嘉一 講師）

ランニング時のマスク着用や飛沫の拡散についてはさまざまな議論がある。そこ
で、屋外ランニングと同等の条件を再現し、飛沫の発生状況やその挙動を観測し
たところ、運動時には飛沫はほぼ垂直に落下することが明らかとなった。さらに、
呼気が顔面を流れる様子から、顔面にウイルスが付着する可能性が示唆され、
マスクの適切な扱い方の重要性も再確認された。

https://syushoku.sec.tsukuba.ac.jp/career/?page_id=11634
https://syushoku.sec.tsukuba.ac.jp/career/?page_id=11634
https://www.osi.tsukuba.ac.jp/fight_covid19_interview/
https://www.osi.tsukuba.ac.jp/fight_covid19_interview/
https://www.osi.tsukuba.ac.jp/fight_covid19_interview/
https://www.youtube.com/user/univpr2014
https://www.youtube.com/user/univpr2014
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　攻撃行動は、なわばりを守ったり、餌や
交尾相手を獲得するために、多くの動物が
示す行動である一方、大きな個体差が存在
することも知られています。雄マウスの中に
も、なわばりを守るための攻撃行動を適切
に示す個体（攻撃個体）と、全く示さない個
体（非攻撃個体）が存在します。このような
違いはなぜ生じるのでしょうか。
　人間系の高橋阿貴准教授は、雄マウスを
用いて、免疫系の情報伝達分子であるサイト
カインの一つ、インターロイキン1β（IL-1β）
が、背側縫線核という脳領域に作用し、攻
撃行動の個体差に影響を及ぼしていること
を明らかにしました。まず、非攻撃個体は、
脳内セロトニンの神経核である背側縫線
核において、攻撃個体よりもIL-1βの量が
多いことが分かりました。さらに調べてみ
ると、他の脳領域や、末梢血中のサイトカイ
ン量は、攻撃個体と非攻撃個体の間に差
はなく、背側縫線核にIL-1βが作用するこ

とで攻撃行動が抑制されていることが示
されました。また、非攻撃個体で増加して
いたIL-1βは、背側縫線核にある免疫細胞

（ミクログリア）から産生されており、それが
背側縫線核のセロトニンニューロンの活性
を抑制し、攻撃行動に影響を与えているこ
とが明らかになりました。

　IL-1βは、病気の際の発熱、活動性や意
欲の低下などに関与することが知られて
います。近年、免疫系と精神疾患の関係が
徐々に明らかになってきており、動物の行
動の個体差を生み出す脳内メカニズムの
解明は、その新たな治療方法の開発にも役
立つと考えられます。

　中学や高校でも学ぶフェーン現象。風が
山を越える際に、暖かくて乾燥した下降気
流となり、ふもとの気温が上昇する気象現
象です。その発生メカニズムは、気象条件
などに応じて「熱力学メカニズム」（風が山

を乗り越える際に、山岳風上斜面に降水を
もたらし、その後、乾いた風が風下斜面～
平野に吹き降りて高温をもたらす）と「力学
メカニズム」（風上斜面で降水をもたらさず
に、山岳上空の風が平野に吹き降りて高温

をもたらす）の2つに大別され、一般によく
知られているのは熱力学メカニズムです。
　計算科学研究センターの日下博幸教授
は、フェーン現象発生地域として世界的に
も有名な北陸地方で、過去10年間に発生し
たフェーン現象198事例を対象に、気象モ
デルとスーパーコンピュータを用いて、そのメ
カニズムを解析しました。その結果、北陸の
フェーン現象は、これまでの通説であった熱
力学メカニズムではなく、主に力学メカニズ
ムで生じていることが明らかになりました。
　解析対象としたフェーン現象の80%以上
は力学メカニズムで発生していました。また、
熱力学メカニズムのほとんどに、力学メカニ
ズムの性格も含まれていることが示されま
した。さらに、フェーン現象は低気圧や台風
接近時に発生すると考えられていましたが、
高気圧下で発生するものが約20%あり、梅
雨前線付近などで発生するものも約7%あ
ることも分かりました。

RESEARCH TOPICSRESEARCH TOPICS

卒業生と学長のオンライン交流会を実施中
　卒業生との継続的なつながりを構築す
るために、本学では従来から、卒後20年
の卒業生をキャンパスに迎えるホームカミ
ングデーなど、さまざまな企画を行ってい

ます。この取り組みをさらに進めるため、
2020年12月から、卒業生と学長とのオン
ライン交流会を始めました。

この交流会は、アットホームな雰囲気の
中で、世界各国で活躍する卒
業生たちが、世代を越えて、学
長と直接コミュニケーション
を行う場で、これまでに24回
実施され、約170名（6月11日現
在）が参加しています。学長の
プライベートや仕事内容、大
学の近況などの他、それぞれの
学生時代の思い出、大学への
要望など、バラエティに富んだ

話題が飛び交います。参加した卒業生か
らは、大学とのつながりが実感できたこ
とや、現在の大学の様子を知ることがで
き、有意義な時間であったなどの感想が
寄せられています。

卒業生×学長オンライン交流会概要、 
参加申し込み：
https://hcd.sec.tsukuba.ac.jp/
tsukubaonline/

榎本遼香さん（人間総合科学研究科体育学専攻2年）
が東京五輪代表内定
　5月1日～6日に開かれたFINA飛込ワー
ルドカップ2021において、人間総合科学
研究科（博士前期課程）体育学専攻2年
榎本遼香さんが、女子3m飛板飛込8位、
女子シンクロ3m飛板飛込8位で入賞し、
東京五輪の女子板飛込とシンクロ板飛込
の日本代表に内定しました。榎本さんは

「最終選考会であるワールドカップが１年
延期になり、実力を試す試合も国内でな
かなか経験できず、ずっと暗闇にいる感
覚でした。それでも最後まで自分を奮い

立たせてくれたのはオリンピックの存在
でした。オリンピックでは決勝の舞台に立
ち、魅せる演技を届けます。」と意気込みを
語りました。

TSUKUCOMMが電子書籍になりました
本誌TSUKUCOMMが、電子書籍と

して閲覧できるようになりました。これ
まで、紙媒体をベースとして作成、配布
し、併せてPDF化したデータを本学基
幹サイトに掲載してきましたが、電子書
籍化したことで、パソコンやモバイルデ
バイスの画面上での操作が可能になり、

読みたいページへもスムーズに移動でき
ます。書棚とリストの2パターン表示があ
り、第1号から閲覧できますので、ぜひご
利用ください。
https://tsukucomm.sec.
tsukuba.ac.jp/

フェーン現象の主要な発生メカニズムは通説とは異なっていた！

攻撃行動の個体差をもたらす脳内物質の働きを解明

NEWS & ANNOUNCEMENT

NEWS & ANNOUNCEMENT

数値シミュレーションと後方流跡線解析による富山平野に到達した空気塊の移動経路。白黒は標高、カラーは空気の
移動高度。（左図）力学メカニズムでは、濃尾平野と飛騨高地の上空を移動し、山を越えて降りてくる。（右図）熱力学メ
カニズムでは、濃尾平野上の低い高度から飛騨高地を乗り越えて降りてくる。

攻撃行動の個体差と背側縫線核IL-1βの関係
一部の個体は、なわばりに侵入してきたライバル雄に対して攻撃行動を全く示さない（非攻撃個体）。非攻撃
個体は攻撃個体よりも背側縫線核のミクログリア由来のIL-1β量が多い。背側縫線核のIL-1βはセロトニン
ニューロンの活性（c-Fos発現）を抑制し、攻撃行動を低下させる。

CAMPUS & COMMUNITIES

榎本さん（左）とシンクロペアの宮本選手（右） 写真：西村尚己／アフロスポーツ

https://hcd.sec.tsukuba.ac.jp/tsukubaonline/
https://hcd.sec.tsukuba.ac.jp/tsukubaonline/
https://tsukucomm.sec.tsukuba.ac.jp/
https://tsukucomm.sec.tsukuba.ac.jp/
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　附属中学校の自治活動の一つである運

動会は、生徒の心と身体が成長する大切な

機会です。運動会準備小委員会の生徒が、

企画から用具準備、当日の運営までの全て

を担うという伝統があります。しかし2020

年の学校再開は6月。その上、夏休み前ま

では分散登校となり、委員会メンバー全員

が揃うこともできませんでした。そんな中、

「感染拡大防止」という新基準にかなう競

技内容やルールについて考え、準備を進

め、練習にも汗を流しました。

　生徒たちは知恵を絞り、対面にならない

ように横に並んで競技を行ったり、「学年

縦割りパフォーマンス（ダンス）」では、時間

短縮や隊形移動の回数を減らすなどの工

夫を考え出しました。1ヶ月遅れでの実施を

予定していましたが、台風の影響でさらに

日程が延期され、10月19日と23日に分けて

の開催となりました。

　「例年通り」が通用しないからこその挑

戦が、生徒たちを一段と輝かせる運動会と

なりました。

　昨年度は学校活動にもさまざまな制限

がありましたが、附属久里浜特別支援学校

では、2020年12月に小学6年生が1泊2日の

修学旅行を行いました。目的地は箱根です。

初日は、大涌谷や箱根ロープウェイなどを

巡り、芦ノ湖では海賊船（遊覧船）にも乗り、

また、寄せ木細工体験にもチャレンジしま

した。2日目は、かまぼこ・ちくわ作りを体験

し、バイキングレストランで昼食の後、帰路

につきました。

　初めての場所

や 新しい 経 験

を苦手とする子

ども達にとって

は、事前学習も

大切です。しお

り作りから始ま

り、校外学習での乗船体験、粘土を使った

かまぼこ・ちくわ作りや、寄せ木細工作りの

練習、仮想バイキングレストランでの食事

の練習まで、入念に準備を重ねました。

　そうして迎えた修学旅行は、非常に有意

義なものとなりました。また、各施設に入る

前の消毒やマスクの着用といった約束事も

きちんと守ることができ、その点でも、確実

な成長が感じられた２日間でした。

附属学校
だより

附属中学校

附属久里浜特別支援学校
準備万端！
箱根の旅は新しい体験が満載

「例年通り」を超えて
さまざまなアイデアが光る運動会

筑波大学には11の附属学校があ
り、それぞれの分野でわが国の教
育をリードしています。各学校の
ユニークな授業や行事、活動など
を紹介します。

研究・技術シーズ❸

産学連携プラットフォームは、大学や研究機関の知恵と知見を、共同研究、学術指導、技術移転など
を通して企業に提供し、イノベーションを生み出すための場です。全国の16大学、1高専、3研究機関
が保有する研究・技術シーズを、6つのカテゴリ（健康・医療機器、食品、環境・エネルギー、IoT・ロボッ
ト、次世代自動車、ものづくり）に分類して提案しています。ここでは、産学連携プラットフォームHP
に掲載されている本学の研究・技術シーズ866件（2020年11月現在）の中から、代表的なものを紹
介します。

産学連携プラットフォームHP： http://sme-univ-coop.jp

赤外線センサーで計測するサービスの価値
システム情報系  助教  善甫啓一　　●分野：IoT・ロボット

　最先端のサービス研究では、サービスの本質を価値共創プロセスとして捉え、これに関わる人やAIなどをActorとして位置付けます。本

研究技術では、Internet of Actorsというコンセプトの下で、店舗内にセンサーネットワークを設置し、そこで提供される価値共創プロセ

スを計測する技術の技術実証を行っています。これにより、これまで取り扱えなかった人間行動データに基づくサービス工学を展開する

ことができます。

　例えば、店舗内の従業員や、顧客が持つ買い物かごに赤外線センサーを取り付けることで、プライバシー侵害や行動制限をすること

なく、その価値共創プロセスの計測が可能となります。これにより、熟練の化粧品販売員は新人に比べて、接客時の顧客との距離が約

0.3m近いことや、相づちの回数が約2.4倍多いことなどが観測されました。これ

らの知見や技術は、無人店舗などの物理的な店舗のみならず、今後、増加が見込

まれる、現実と仮想が組み合わされた空間で提供される、新しいスマート・サービ

スイノベーションに資することが期待されます。

http://sme-univ-coop.jp/tsukuba-011

優れた水素放出性能を有する新材料～新規二次元物質ボロファンの合成を実現～
数理物質系  准教授  近藤剛弘　　●分野 : 環境・エネルギー

　水素は、燃料電池の燃料として注目されていますが、極めて軽い気体のため、輸送や保管が難しい物質です。そこで、水素を安全に保管

し必要な時に放出できる材料として、ホウ素と水素で構成される物質（ボロファン）の一つ、ホウ化水素（HB）シートを新たに開発しまし

た。HBシートは、室温大気圧下でのイオン交換反応という簡単な反応で合成できる上、全体に占める水素の質量の割合が8.5％と比較

的高く、150℃程度以上になると、分解されて水素を放出します。また、室温であっても、紫外光を当てることで水素を放出させることも可

能です。これには一定の光強度が必要なので、水素が徐々に漏れることはなく、必

要に応じて、光照射のオンオフにより水素放出を制御できる点が特長で、さらなる

放出特性の向上や水素の再貯蔵技術の開発を進めています。

　HBシートは、水素貯蔵性の他に、固体酸触媒や還元剤として機能すること、ガ

スセンサーとなる性質を持つこと、炭素をドープすると特性を制御できることなど

も分かっており、さまざまな応用が可能です。

http://sme-univ-coop.jp/wp/wp-content/

uploads/2020/12/1-3-5-kondo.pdf

研究紹介 5

研究紹介 6

センサー情報を送信可能な屋内測位センサーネット買い物かご

http://sme-univ-coop.jp
http://sme-univ-coop.jp/tsukuba-011
http://sme-univ-coop.jp/wp/wp-content/uploads/2020/12/1-3-5-kondo.pdf
http://sme-univ-coop.jp/wp/wp-content/uploads/2020/12/1-3-5-kondo.pdf
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公園でぜいたくリラックス

つくばで散歩を楽しみたい

英語を通じた大切な出会い

ウイスキーの奥深い世界へ

もっとビーチスポーツを！

貴重な文化調査体験

クロスバイクで颯爽と！

音楽はいかがですか

医学医療系

大井 雄一 さん

システム情報エリア支援室

高野 一 さん

総務部

二宮 円 さん

体育芸術エリア支援室

野瀬 正樹 さん

医学医療系

中村 優希 さん

人文社会系

鈴木 伸隆 さん

数理物質エリア支援室

佐久間 裕之 さん

東京キャンパス事務部

髙畑 麻莉恵さん

2020年2月ま で の 約
2年 間、精 神 療 法 の 研
修 の た め に た び た び
フィンランドへ行って
いました。滞 在してい
た街では少し歩くとす
ぐ 森 が あり、よく散 歩
をしてい ました。森と
湖に囲まれた環 境で、
とてもリラックスした
時 間 を 過 ご せ た の を
覚 えています。街な か
でもゴミゴミしておら
ず、ゆったりした 空 間
が 保 た れて い た の が
好きでした。実は、つく
ば も 似 た ような 環 境

ですね！たくさんの公園があるのがお気に入りです。休日には
子 供たちを連れて遊んだり、仕事 帰りに少し寄って体を動か
したりして、ぜいたくな時間を過ごしています。

私の自宅はつくば 市から車で40分ほど 離れた場所にありま
す。はっきり言って田舎です（ご近 所の方すみません）。なので
週末は車でつくばに来て、市内の公園を散歩したり、ショッピ
ングセンターで買い物したり、映画を見たり、ポケモンを捕ま
えたりするのが 楽しみの一つです。コロナ禍ではつくばに来
ても用だけ 済ませ、散 歩は自宅 近くが 中心となってしまいま
した。自宅近くは田んぼと畑と湖で民家が少々、人はまばらで
す。コロナ禍での散歩にはいいですが、やっぱり活気あふれる
つくばで堂々と街歩きしたいなぁと切に思います。

つくばに来たばかりの頃、多国 籍な人々や 会 話に、職 場 以 外
の場所でも頻繁に遭 遇することが印象的でした。そんな環境
に影響されてか、英語力の必要性を感じ参加した「留学生との
英会話パートナー研修（平成30年度）」。留学生2名と職員4名
のグループで、コーヒー片手に楽しくおしゃべりし、時には英
語でのプレゼンテーションやディベートにも挑戦しました（写
真は懇 親会の様 子）。英 語力が向上したのか正直自信は無い
ですが、英語が身近になったこと、何より立場や国籍を越えた
仲間との出会いは、大きな大切な成果となりました。

コロ ナ 禍 の 自 粛 期 間
中 に 何 か 在 宅 で で き
る新しい趣味を見付け
ようと 思い、たまたま
YOUTUBEのオススメ
に出てきた動画を見た
ことをきっかけに、ウイ
スキーに興味を持ち始
めました。全く知 識 が
な かったのですが、シ
ングルモルトとブレン
デッドの 違 い、スコッ
チとバーボンの違い等
の基 礎 知 識に始まり、
知 れ ば 知 るほ ど 奥 深
い世界に魅了されてい

ます。そして気付けば家にボトルがたくさん並んでいる始末(苦
笑)。真ん中の緑のラベルのものはバトンを受け取った福田さん
からいただいたものです。これからも健康に気を付けながら、ウ
イスキーの似合う大人の渋い男を目指して精進します！

ビーチスポーツがアツ
い。ビー チ テニスとい
う競技。球、跳ねるの？
と大体 問われます。詳
細はぜひ検 索を。ビー
チではケガもしにくく
エ ネ ル ギ ー も 余 計 に
消 費する上、ビーチテ
ニスは密が ない。ブラ
ジルでは、ビー チ テニ
スと 血 管 機 能 との 研
究 も 始 まるようです。
コロナ禍ではスポーツ
に対して慎重に考えな
け れ ば なら な い 場 面
に多く遭 遇しました。
ビーチスポーツは意外

に多くあります。換気のよいビーチに囲まれた日本。健 康にも
研究にも（ゴルフのバンカー練習にも）有用なので、ぜひ 大学
内にビーチコートを！と声を大にしてお伝えしたいです。

2019年から学類授 業の一環で、日本文化調査実習授 業を始
めました。初回の実習先は愛知県豊田市足助です。初日、足助
の町から5キロ離れた怒田沢（ぬたざわ）集 落 へ伺い、聞き書
きだけでなく、ハレの食 べ物である地 元 名 物の五平 餅（これ
が本当に美味！）を実際に作らせていただきました。私自身食
べたことは何度もありますが、実際に作ったのは初めてです。
貴 重な体 験をさせてくださったのは、築100年以 上の家を守
る加納舜二さん・サワコさんご夫妻と、怒田沢育ちの太田玲子

（写真右）さんです。今も感謝の気持ちでいっぱいです。

新 型 コロ ナ の 影 響 で
趣 味 やス ポ ー ツ に 制
限 が か か る 中、昨 年、
以前より興味を持って
いたクロスバイクを購
入しました。運 動 不足
解 消と 気 分 転 換 を 兼
ね て つ くば 市 内 の サ
イクリングロードに繰
り出してみたところ、
まっすぐな道を颯爽と
風 を 切 って 走 る 感 覚
にすっかり魅了されて
しまい ました。サイク
リングロード沿いの風
景は、季 節ごとに様々

な顔を見せてくれるので、これまで自分の知らなかった新た
なつくばの表 情を発 見することができました。まだまだクロ
スバイクは初心者ですので、ベテランの方、是非ロングライド
の秘訣を教えてください！

下手の横好きというや
つで、長 年ピ アノを 趣
味 で 弾 いています。ピ
アノを 通じて、土 浦 や
つくばにも友人が出来
たり、大学職 員 主催の
ライブに出演したこと
も ありました。つくば
は 文化 的な土地で、多
種 多 様 な 趣 味 を 持 つ
仲間が見つけられる魅
力的な 場 所ですし、大
学内にも音 楽・楽 器を
趣味としている教職員
が沢山います。
楽 器 は 何 歳 か らで も
始 めることが でき、生

涯の趣味にもできます。音楽を通じて広がるご縁には年齢も
性別も出自も関係無く、私の世界を大きく広げてくれました。
気になっている方は是非思い切って始めてみてください。

NEXT 

▲ ▲ ▲   

次回は、人間系の安藤智子さんです。

NEXT 

▲ ▲ ▲   

次回は、教育推進部の西野真由美さんです。

NEXT 

▲ ▲ ▲   

次回は、社会人大学院等支援室の小川祥史さんです。

NEXT 

▲ ▲ ▲   

次回は、数理物質系の末益崇さんです。

NEXT 

▲ ▲ ▲   

次回は、体育系の堀口文さんです。

NEXT 

▲ ▲ ▲   

次回は、国際局の矢内理恵子さんです。

NEXT 

▲ ▲ ▲   

次回は、システム情報系の善甫啓一さんです。

NEXT 

▲ ▲ ▲   

次回は、総合学域群の髙橋あかりさんです。
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心理療法のワークショップの受付で、財布を忘れた僕にお金を貸し
てくださったのが、出会いのエピソードです。お優しい方です！

西野さんとは入試課で一緒にお仕事をさせていただきました。入試
シーズンの多忙なときも笑顔で乗り切る頑張り屋さんでいつも元
気をもらっていました。

英会話パートナー研修のグループリーダーを務めていただきました。
習得した英語力を生かして、東京キャンパスで日々活躍されているよ
うです。

前所属の数理物質エリア支 援 室の時に公私ともに大 変お 世話に
なった先生です。多趣味な方でいつも楽しい話題を提供してくださ
います。

大学の同期で、大学時代から今に至るまで、会うとたわいもないこ
とでずっと笑い合っています。またお腹よじれるほど笑いましょう！

矢内さんが留学生交流課にいらしたときから短期留学生受け入れ
で大変にお世話になり、私の知恵袋的存在です。今も協定校との交
流で応援してもらっています。

以前所属していた部署で研究・教務関係の業務でお世話になりま
した。共通の趣味を持っていることもあり、業務だけではなくプライ
ベートでも交流のある先生です。

朗らかで頼もしい同期入職の職員です。コロナ禍でなかなか直接会
えないので、最近はオンラインゲームで一緒に遊んでいます。
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N

筆者右から2人目フィンランドの森

筆者右側奥（2018年撮影）

筆者左（2019年撮影）

ヤマハの浜松工場にて
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